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酒井司教により塗油と霊印が刻まれた

ともに歩むミサを通してシノドスに

七つの秘跡の学習もいよいよ最後になりました。結婚が秘

跡の中の一つであるのは、それが神からの召し出しであり、

聖性への道であるからです。

愛によって人間をお造りになられた神は人間を愛へと

お招きになられましたが、これはすべての人間に内在

する根本的な召し出しです。……男女の相互愛は、人

間を愛される神の絶対で不滅の愛を映し出すものとな

ります。(1604番)

旧約時代においては、まだ一夫一婦制と不解消性とが明確

ではありませんでしたが、夫婦の忠実さをたたえる旧約聖書

のエピソードには事欠きません。

預言者たちはイスラエル民族と神との契約を二人だけ

の忠実な夫婦愛にたとえ、選ばれた民の良心を培い、

結婚の一夫一婦制と不解消性とのより深い理解へと導

いていきました。ルツ記とトビト記は結婚について、

とくに夫婦の忠実さと愛情についての優れた見方を示

しています。(1611番)

そして、イエス様が結婚を祝する場におられたところに、

秘跡的な根源があると教会は考えています。

教会は、カナの婚宴にイエスが臨席されたことを重視

します。教会は、ここで結婚がよいものであることが

確認され、これからは結婚がキリストの現存の効果的

しるしとなることが宣言された、と読み取っています。

(1613番)

結婚が成立するためには、互いの自由な同意と、教会法上

の障害がないことが求められます。また、日本で多い、信者

と未受洗者との結婚(異宗婚)は、障害の免除が必要です。

この許可もしくは免除が与えられるための条件は、両

者が結婚の本質的目的と特性とを知り、それを拒否し

ないこと、さらにまたカトリック者が、自分には自分

の信仰を保持しカトリック教会での子供の洗礼と教育

を保証する義務があり、そのことを非カトリック者側

にも知らせる必要があるということを確認することで

す。(1635番)

人生において大きな意味を持つ結婚を神様の保護のもとに

置くために、結婚についての教えを学ぶことが大切です。

(文 酒井俊弘補佐司教)

結婚の秘跡(その１)結婚の秘跡(その１)結婚の秘跡(その１)第54回

�カテキズムの学び�

＊クラスは右のQRコードから

病者・障がい者とともに歩むミサ

９月23日(月・祝）、14時から大阪高松カテドラル聖マリア大聖堂で�病

者・障がい者とともに歩むミサ�が前田万葉大司教の司式でささげられた。

さまざまな事情で現地参加できない人のために、YouTube
ユーチューブ

の同時収録配

信となった。

筆記、カトリック・スカウトなどボランティアの方々が、病者・障がい者

のために尽くし、苦しむ兄弟姉妹に寄り添うという召命を与えてくださっ

たことを神に感謝する機会でもあります。

今年の病者の日の教皇メッセージに�わたしたちは独りでいるためにで

はなく、ともにいるために創造されたのです。そして、この交わりの計画

が人間の心の奥底に刻まれているからこそ、捨て置かれる経験、孤独にな

る経験を恐れるのであり、それをつらく、非人間的とすら思うのです。重

い病によって気弱になり、先の見えない不安な時期には、その傾向はいっ

そう強くなります。また、今日の福音でもイエスは、�本人が罪を犯した

からでも、両親が罪を犯したからでもない。神の業
わざ

がこの人に現れるため

である�(ヨハネ９・３）と言って、病者・障がい者にも希望と勇気を与

えておられます。病人や障がい者、その家族たちにもそれぞれ神の業が現

れるのです。

教皇フランシスコが言うように�病にある皆さんに言いたいのは、寄り

添いや優しさを求める気持ちを恥じないでほしいということです。隠さな

いでいいのです。人の負担になっているなどと思わないでください。病に

ある状況というのは、慌ただしい生活のペースを緩
ゆる

め、自分自身を見つめ

直すよう、だれをも招くのです。病者、弱っている人、貧しい人は教会の

中心であり、わたしたちが人間らしい関心を注ぎ、司牧的配慮を払う第一このごミサの意義は、病

者だけでなくより広い意味

で、特に障がい者など、す

べての苦しんでいる人たち

に目を向けることでありま

す。そしてまた、家族や医

療従事者、手話通訳、要約

るのです。福音書の中で、イエス様は子どもを取り上げて	子どものようになりなさ

い
とおっしゃいます。これは子どものすばらしい点を保ちながら、大人の信者になる

ということです。私たちも心の中のイエス様の声に耳を傾けて、それが実行できるよう

になりましょう�と話された。

受堅者の代表２人より、司教様や今日の日のために準備をしてくださった皆さまに感

謝の言葉を述べて閉祭。ミサ後は担当地区の皆さんが心を込めて準備くださったパーテ

ィーで、司教様を囲み歓談の一時を過ごした。キムテゴン神父様もエプロン姿でご活躍

でした。

住吉教会堅信式

９月22日(日)年間第25主日のミサで、酒井俊弘補佐司教により成人１人と中高生５人

の堅信式が行われた。

の相手でなければなりません。それを忘れてはなりません。祈りの中で、

とりわけ感謝の祭儀の中で、主イエスが与えてくださる相互愛をもって、

孤独と孤立の傷をいやしましょう。こうして協力して、個人主義の文化、

無関心の文化、使い捨て文化に抗
あらが

い、優しさの文化とあわれみの文化を

広げていき、イエスのいつくしみに倣
なら

いつつ、新たな熱意をもって病者・

障がい者やそれを世話する人びとのために祈り、シノドス（ともに歩む）

ことにいたしましょう。



ミサ終了後、交流会を設けて�ともミサ�（ともに歩むミサ）を締めく

くった。

前田大司教の説教

心の中に聞こえる声に耳を傾けて

ひとりでいるためではなくひとりでいるためではなく

ともにいるためにともにいるために

酒井司教は、�堅信式は洗礼を受けた人

が信仰を堅め、より良く揺るがないものに

する、大人の信者になる、そういうお恵み

が注がれるものです。今日の	聖書と典

礼
の絵では子どもたちはイエス様を見つ

めていますが、使徒たちは自分たちの中で

誰が一番偉いかを考えています。イエス様

の頭の光輪に見える十字架は、良いことも

あるけれど苦しいこともあると示唆してい

ますが、十字架では終わらずに天の国があ
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信仰養成連続講座◆カテキ

ズムの学び

当面休止

主催 使徒職養成委員会

問 ☎06-6941-9700

2024年度諸宗教対話活動

◆第１回 訪問�仏教との

対話：真言宗�

日時 12/14(土)14:00〜16:00

場所 真言宗御室派法園寺/

兵庫県尼崎市猪名寺

1-31-45

お話 松
まつ

田
だ

常
ふ

史
ひと

住職

主催 諸宗教対話委員会

問 ☎06‒6941-9700

ird-ecm@ostk.catholic.jp

管区部落差別人権活動セン

ター学習会◆すべてのいの

ちを守る教会をめざして〜

ハンセン病問題 過ちを繰

り返さないために〜

講師 Sr松本公子(幼きイエス会)

奥村豊神父(京都教区)

日時 11/23(土)14:00〜

場所 サクラ ファミリア

問 ☎075-223-3340

bukatu@kyoto.catholic.jp

講 座・研 修 会

教 区 委 員 会 主 催

夙川教会

日時 11/３(日)〜11/24(日)

４回 14:00〜15:30

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎0798-22-1649

六甲教会

日時 2025年２/２(日)〜２/23(日)

４回 14:00〜16:00

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎078-851-2846

renraku@rokko-catholic.jp

※事前要問合せ(年２回)

結 婚 準 備 講 座

11月司教予定
・11/２ 聖フランシスコ病院修道会

誓願ジュビリー(†S)

・11/３ いずみブロック堅信式（岸和田)(†S)

・11/４ 教区納骨者および死者祈念ミサ(†S)

・11/９ 聖母被昇天修道会 終生誓願宣立(†S)

・11/10 豊中教会堅信式(†S)

・11/10 泉南教会 50周年記念(†M)

・11/11〜14 日韓司教交流会（光州)(†M)(†S)

・11/17 しろきたB堅信式(†M)

・11/22 ERST教区ワークショップ(†M)(†S)

・11/24 梅田ブロック堅信式(†M)

・11/25〜28 FABC広報担当司教会議(†S)

†Ｍ＝前田万葉大司教 †Ｓ＝酒井俊弘補佐司教

に要約筆記(文字表示)をつ

けるボランティア

日時 第２(水)10:00〜12:00

場所 教区本部事務局

１階会議室

問 障がい者委員会

dis@ostk.catholic.jp

精神･発達症(障害)者自助

グループ◆オリーブの集い

守秘義務と分かち合い

いつ来てもウェルカム

当日キャンセルOK

日時 第３(日)14:00〜16:00

場所 姫里集会所

参加費 無料(12月のクリス

マス会だけ実費)

申込 吉
よし

川
かわ

まで

問 ☎Ⓕ078-583-2525

yassan.yoshikawa@nifty.com

カ障連大阪フレンドリー

◆点字部の勉強会

対象 パソコン点訳に関心

のある方、視覚障が

い者の情報共有に関

心のある方

日時 第２(火)13:30〜15:00

場所 姫里集会所(奇数月)

北須磨教会(偶数月)

申込 笠松まで

問 ☎090-5661-4324

Ⓕ072-722-0271

kasamatsu-yukisan

@iris.eonet.ne.jp

聴覚障がい者ボランティア

会◆聖書の手話表現の学び･

教区活動の手話通訳者派遣

対象 手話に興味をお持ちの方

※手話講習会ではありません

日時 第１･３･５(水)

10:00〜14:00

場所 姫里集会所

問 障がい者委員会

dis@ostk.catholic.jp

マザー･テレサ共労者の集い

◆大阪梅田教会

日時 第１(土)14:00

問 高塚 ☎06-6921-0693

◆加古川教会

日時 第３(火)13:00〜14:30

問 森田 ☎079-426-5704

時
報
掲
載
記
事
の

時
報
掲
載
記
事
の

ア
イ
デ
ア
募
集

ア
イ
デ
ア
募
集

※詳細は各主催者へ直接お問い合わせください。

ヨハネ１・46

�歌え神に 新しい歌�テゼ

共同体の歌 第２集◆出版

記念 感謝のつどい

内容 １部 新しい歌を歌お

う･２部 祈りのゆうべ

日時 11/17(金)16:00〜18:30

共催 サンパウロ大阪宣教

センター



聞かせてください 神さまと出

会った時のこと〜エマオへの道

で〜◆大阪高松教区で働く司

祭･修道者ご自身の体験をきく

日時 12/３(火)18:00〜19:30

(夜の部)･ 12/４(水)

10:30〜12:00(昼の部)

お話 酒井淳神父

(平野･大阪田辺教会)



サクラ ファミリア主催

日時 11/28(木)･11/29(金)

10:00〜15:30

指導 染野治雄神父(11/28)

山
やま

内
うち

十
と

束
つか

神父(11/29)

参加費 ￥3,500



◆一泊黙想会

日時 11/15(金)17:00〜

11/16(土)15:30

指導 染野治雄神父

参加費 ￥9,000



◆カトリック教会のカテキズム

日時 第１･３(水)10:00〜12:00

指導 染野治雄神父

参加費 ￥1,000



◆祈りを深めるための聖書

の基本

日時 第１･３(水)10:00〜12:00

指導 山内十束神父

参加費 ￥1,000



◆新約聖書の世界への旅

日時 第１(月)19:00〜

指導 山内十束神父



問 宝塚黙想の家

☎ 0797-84-3111

女子御受難修道会◆兄弟会

日時 11/30(土)10:00〜16:00

場所 女子御受難修道会

指導 来住英俊神父

(御受難会)

申込 １週間前締め切り

問 女子御受難会 Sr松井

☎0797-84-7863

Ⓕ0797-84-7864
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長
は
宝
塚
教
会
�
マ
リ
ア
ン
ほ

ー
む
�
代
表
︑
前
京
都
聖
母
女
学
校
理

事
長
の
廣
岡
洋
子
氏
︒
事
務
局
は
名
古

屋
教
区
み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
︒

18
年
５
月
︑
会
長
が
江
ノ
口
教
会
無

名
の
私
に
代
わ
り
︑
今
回
は
ば
た
き
の

力
で
認
知
度
ア
ッ
プ
︒
そ
し
て
︑
来
年

25
年
４
月
26
・
27
日
︑
京
都
聖
母
女
学

院
短
大
校
舎
で
第
15
回
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
︒
関
心
の
あ
る
方
は
︑
こ
ち
ら

に
問
い
合
わ
せ
を
︒

E
-m
ail:k
ak
an
o
@
seib
o
.ed
.jp

高
知
地
区

宮み
や

本も
と

匡ま
さ

士ひ
と

コレーン神父と学ぶ聖書◆

�主日のみ言葉に生かされ

る�日曜日の聖書と典礼の

福音書をテーマにして､共

に学び､分かち合う

日時 11/11･12/９(月)13:30〜

15:00(９〜12月開講)



和田幹男神父◆聖書研究講

座�主のしもべ イエス�

日時 11/13(水)10:30〜12:00



和田幹男神父◆新約聖書ギ

リシア語(初級)

日時 11/11(月)･11/25(月)

17:00〜18:30



問 サクラ ファミリア

☎06-6225-8871

f.sacra@ostk.catholic.jp

宝塚黙想の家

◆日帰り黙想会

黙 想 会

２
０
２
４
年
度
秋

人
事
異
動
(

第
２
次
)

※
︵

︶
内
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︒
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︼
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．
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ず
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は
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ベ
リ
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宣
教
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本
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テ
ィ
エ
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エ
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ナ
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イ
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ヴ
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ア
ロ
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(
日
本
語
研
修
)
は
い
ず
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Ｂ

協
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⁝
ｓ
．
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︿
聖
ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
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担
当
者
交
代
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ベ
ト
ナ
ム
語
共
同
体
司
牧
担
当
司
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▽
Fr
チ
ョ
ン

デ
ィ
ン

ハ
イ
↓
Fr
グ
ェ
ン

ク
ォ

ク

ト
ゥ
ア
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典礼聖歌アンサンブル(TSE)

◆創立25＋２記念コンサート

日時 11/23(土･祝)

13:30開演(13:00開場)

場所 今市教会

入場料 自由献金

問 代表 神馬宏美(四日市教会)

☎090-2387-4291

hirojmb15@gmail.com

社会活動神戸センター◆野

宿者支援クリスマスチャリ

ティーコンサート2024

日時 12/７(土)13:00〜16:00

場所 神戸中央教会

入場料 無料･会場献金あり

主催 神戸地区社会活動委員会

問 ☎078-221-4733

sinapiskobe@yahoo.co.jp

大阪JOC◆働き方や生き方

について現状から共に考える

15〜35歳までの若者の集い

日時 第２(土)14:00〜16:00

場所 大阪YCWセンター

(またはZoom)

問 レネ神父・水元

☎072-232-8063

osakaycw@gmail.com

HPhttp://www.ycw.jp/

要約筆記グループ“エッフ

ァタ！”練習会◆教区ミサ

集 い

信
仰
の
時
間

番
組
放
送
曜
日
･

時
間
変
更

(
変
更
前
)
毎
週
日
曜
日
５
時
50
分

(
変
更
後
)
毎
週
火
曜
日
４
時
35
分

開
始
日
２
０
２
４
年
10
月
１
日
(
火
)

Ｆ

Ａ

Ｘ

新

設

【

岬
教
会
︼
�

▽
０
７
２
-
４
８
９
-
５
０
２
５

(
電
話
番
号
は
今
ま
で
通
り
で
す
)

宮下規久郎神戸大学教授特別

講演会◆�クリスマスと美術�

日時 11/30(土)13:30〜

場所 クリスチャンセンター

神戸バイブルハウス

参加費 受講料￥2000

(友の会会員￥1500)

主催 神戸バイブルハウス

支援委員会

問 ☎078-252-1966

講座 本田哲郎神父◆小さ

くされた人々のための福音

日時 第３(金)10:00

場所 神戸学生青年センター

参加費 ￥1,000

主催 神戸国際支縁機構

問 岩村 ☎070-5045-7127


